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A．研究目的 

 本研究班では，日本における科学的エビデン

スに基づき，効率的な病原体管理システムを構

築するための基盤を整備し，また種々の病原体

の性質を評価して，バイオセーフティ及びセキュ

リティの向上に貢献することを目的とする． 

 先行研究班［平成 18-20 年度厚生労働科学研

究費補助金新興・再興感染症研究事業「病原体

保管，輸送，廃棄における一括管理システムの

開発（研究代表者：篠原克明）」および厚生労働

科学研究費平成21-23年度新型インフルエンザ

等新興・再興感染症研究事業「病原体等の登

研究要旨： 

病原体管理ハードの整備に関する研究（病原体の安全な管理法の開発に関する研究）：

病原体管理においては，サンプルを個体単位で管理し，それらの保管状態を常時監視す

ることが重要である．病原体等の安全保管管理と使用履歴管理及び大量サンプル処理

などを効率的に行うことを目的として構築された病原体の登録，保管，輸送，廃棄におけ

る一括管理システム（ICBS システム）を，先行研究班［平成 18-20 年度厚生労働科学研

究費補助金新興・再興感染症研究事業「病原体保管，輸送，廃棄における一括管理シス

テムの開発（研究代表者：篠原克明）」および厚生労働科学研究費平成 21-23 年度新型

インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業「病原体等の登録・保管・輸送・廃棄に関す

る一括管理システムの開発と検証（研究代表者：篠原克明）」］において開発されてきた．

本研究班ではこの ICBS システムの実用化を目指した．本 ICBS システムでは，病原体サ

ンプルを１本単位でコード管理し，且つサンプル採取の段階から廃棄までの取扱い情報と

その履歴を自動的に一括管理する．本システムの導入とサンプルのコード体系化は各施

設内及び施設間における情報の共有化と一元管理を可能とする． 

病原体管理ソフトの整備に関する研究： ウイルス，細菌，真菌，寄生虫，節足媒介感染

症，人獣共通感染症，新興感染症，感染症患者の治療，世界的な新興感染症等のカテ

ゴリーおいて，未だにリスク分類されていない病原体の調査および既知病原体のリスク分

類の整理を行い，病原体の性質を解析・リスク分類した．また，この情報に加えて特定の

病原体のリスク評価に必要な基礎研究を実施し，リスク評価を行うためのシステムを整備

するための活動を継続した． 

 日本において病原体が取り扱われる研究・教育機関において実施されるべきバイオセ

ーフティ・バイオセキュリティの教育項目について整理し，その概要を提案した． 

 バイオセーフティ・バイオセキュリティ関連広報活動：H25年度には公開シンポジウム「バ

イオセーフティ・バイオセキュリティの現状について：病原体の適切な取扱いと安全管理」

を，平成25年 9月 26日（木）に，北海道大学学術交流会館（北海道札幌市）にて第13回

日本バイオセーフティ学会総会・学術集会と共催して開催した．また，H26 年度には公益

社団法人国際厚生事業団の支援を得て，外国人研究者（Roger Hewson 博士，英国保健

省，高病原性ウイルス感染症および新興感染症ユニット長）を招へいし，バイオセーフティ

関連，ウイルス性出血熱に関する講演会等を，国立感染症研究所，長崎大学熱帯医学

研究所，北海道大学医学部において開催した． 
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録・保管・輸送・廃棄に関する一括管理システム

の開発と検証（研究代表者：篠原克明）」］におい

て開発された病原体管理システム（ICBS システ

ム）の実用化を目的とした．また，ヒトに病原性を

有する病原体でリスク分類されていないもの，あ

るいは既知の病原体のリスク分類の再検討を行

い，病原体の管理を安全面から評価するための

システムを整備するためのシステム構築をもう

一つの目的とした．  

 本研究班では，以下の項目について研究を開

始した． 

1．病原体管理ハードの整備 

 先行研究で開発された ICBS システムは病原

体管理システムとしての機能は実用レベルに達

したことが確認できている．様々な病原体取扱

い現場で行われる検査業務・研究業務に対して，

より効果的なシステムの提供と実用化としての

幅広い普及を目的とし，本システムの課題点と

問題点を収集・分析し，実用化を目指した． 

 

2．病原体管理ソフトの整備 

 ウイルス，細菌，真菌，寄生虫，昆虫媒介感染

症，人獣共通感染症，新興感染症，感染症患者

の治療等について，世界的な新興感染症，未だ

にリスク分類されていない病原体あるいは既知

の病原体のリスク分類の再検討を行う．また，こ

の情報に加えて，特定の病原体のリスク評価に

必要な基礎研究を実施し，リスク評価を行うため

のシステムを整備するための活動を継続する．

病原体のリスク分類により病原体取扱における

病原体管理をより正確にかつ安全に行い，一方

で病原体取扱における迅速なバイオセキュリテ

ィ・バイオセーフティにおける対応を可能にする． 

 

B．研究方法 

1. 病原体管理ハードの整備に関する研究（病

原体の安全な管理法の開発に関する研究：

篠原，綿引，駒野，高田，奥谷，安田，福士，

西條） 

 以下の ICBS システムの実用化に関する検

討を行った． 

1) ICBS システムが試験的に配布されている

研究機関からのモニタリング結果の収集・

分析・改良・再配布． 

2) 実用配布を効率的かつ効果的に行うため

の研究会・研修会の計画・実施． 

3) 「他システムとの連携機能」の検討． 

4) 実用配備を目的とした機能特化型管理シ

ステムの調査・分析・改良． 

 

2. 病原体管理ソフトの整備に関する研究（安藤，

安田，奥谷，田邊，野崎，林，福士，向井，杉

山，加藤，篠原，西條） 

1) 国立感染症研究所病原体安全管理規程に

分類されていない病原体や新規に発見さ

れたヒトに病原性を示す病原体について，

文献検索，病原体の性質の解析等を通じ

て，それらのリスク分類を試みた．また既知

の病原体についてそのリスク分類を再検討

した．ヒトに病原性のある寄生虫，真菌，抗

酸菌，ヒトに病原性のある神経ウイルス，

出血熱ウイルスを含む新興ウイルス感染

症，アルボウイルス，呼吸器ウイルス，人

獣共通感染症等，それぞれの病原体につ

いて，分類（科，属），ヒトへの感染性，宿主，

ヒトへの感染経路，分布，臨床像，致死率，

ワクチンの有無，有効な薬剤（抗菌薬等）

の有無，実験室感染事例の有無（リスク），

培養の可否，培養方法，感染実験を実施

する場合に用いられる動物種等の感染動

物実験に関する事項，感受性動物間にお
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ける感染リスク，引用文献，の項目につい

て評価した． 

① リケッチア 

 平成 25 年度，日本の感染症法の特定

病原体指定に参考とされた米国 Select 

Agent 法の変遷をたどり，科学的エビデン

スに基づく柔軟な変更が行われているこ

とを確認した．日本でも参考となると考え

られる．平成 26 年度，国内外のリケッチ

アの多様性を確認，それぞれの特性把握

を試みた．リケッチア等に関する国内情

報を収集と整理を行い，国内外で報告，

確認されるリケッチアの多様性を確認し

た．また，それぞれの特性を把握する試

みを行い，リケッチアのより適切な管理と

研究環境を改善する試案を試みた． 

② 寄生虫 

 クドアKudoa septempunctataについてリ

スク評価した． 

 環境に生息する自由生活性アメーバを

宿主とする微生物を総称してアメーバ共

生 体  (Amoeba-Associated 

Microorganisms：AAMs)という．AAMsで最

も重要なものは Legionella 属菌について

ヒトの健康に影響を及ぼす可能性，新興

感染症との関連性が指摘されている．

AAMs の中で近年ヒトへの健康影響が指

摘されているParachlamydia ならびにアメ

ーバに感染するウイルスである Mimivirus

および Megavirus に関して，これらの特性

に関する文献等，情報収集を行った． 

 新規の寄生虫性食中毒の病因物質とし

て住肉胞子虫サルコシスティス属の 1 種

Sarcocystis fayeri による健康被害のリス

クを判断するに資する情報として，病原体

としての現状とその管理のあり方を整理

した． 

③ 真菌 

 Penicillium marneffei ならびに，高病原

性真菌として北米を中心にアウトブレイク

が報告されている Cryptococcus gattii で

ある．これらについて，文献を根拠に検証

を行った． 

 わが国でも旅行社に感染者が多く認め

られるコクシジオイデス症，ならびにその

原因真菌である Coccidioides 真菌につい

て，文献的検証をもとに評価を行った． 

 北 米 で 流 行 し て い る 高 病 原 性

Cryptococcus gattii によるクリプトコックス

症の現状とそのリスク評価について文献

的考察をもとに行った． 

④ 抗酸菌 

 国立感染症研究所病原体等取扱規定

や感染症法に指定されていないヒトに感

染する抗酸菌のリスク評価法を整備する

ことを目的とし，資料整備を進めた．2011

年 10 月から 2014 年 10 月の期間，

PubMed より Mycobacterium を Key word

とし英文報告の検索を行った． 

⑤ 高病原性新興ウイルス 

 SFTSVおよび，近縁なフレボウイルスで

あるハートランドウイルス，Bhanja グルー

プウイルス，Malsoor ウイルスに関しウイ

ルスの性状と感染リスクに関する情報収

集を行った． 

 日本における重症熱性血小板減少症候

群(SFTS)の疫学，流行状況等に関する

特徴についてまとめた． 

 SFTS とは近縁ではないが，ヒトに熱性

疾患を起こすウークニエミウイルスに関

するリスク解析を行った． 



 5 

⑥ フ タ ト ゲ チ マ ダ ニ (Haemophysalis 

longicolnis）から分離されたオルソミクソウ

イルス科に属する新規トゴトウイルス

（THOV）の解析． 

 京都市北部の山間部で採取されたフタ

トゲチマダニ（Haemophysalis longicolnis）

から分離されたウイルスの同定と性状を

解析した．  

⑦ ヒトに病原性のある呼吸器ウイルス感染

症 

 SARS コロナウイルス （重症急性呼

吸器症候群コロナウイルス），MERS コ

ロナウイルス（中東呼吸器症候群コロ

ナウイルス），A/H5N１インフルエンザ

ウイルス，A/H7N9 インフルエンザウイ

ルスに関する，疫学・臨床情報の収集

を行った．文献収集とその内容の分析な

らびに，WHO，CDC の発信する情報およ

びインターネット情報の定期的チェックも

実施した．また，インフルエンザウイルス

を対象に，空中浮遊時ならびに環境表面

付着時における気温・湿度と活性保持時

間の関係を調べた． 

⑧ ヒトに病原性のあ神経ウイルス感染症 

 バイオセーフティ管理上リスク分類され

ていないヒトに病原性のある神経系ウイ

ルスの調査:ヒトに病原性のある神経系ウ

イルスのうち，バイオセーフティ管理上リ

スク分類されていない病原体を網羅的に

あげ，それらの病原体の性状を文献学的

に調査した． 

 

⑨ ヒトに病原性のあるズーノーシス起因病

原体 

 細菌性ズーノーシスの発生報告を収集

し，そのリスク評価を行った．公衆衛生上

極めて重大な影響を与えうる動物由来感

染症(Zoonoses)の海外および国内での発

生状況に関する調査を行った．OIE の監

視伝染病リストに掲載されている炭疽，ブ

ルセラ症，鼻疽，類鼻疽の流行について

調査した． 

 ウイルス性の新興・再興感染症である

BAS-Congo ウイルス感染症およびニパ・

ヘンドラウイルス感染症に関する発生リ

スク評価を行った． 

⑩ デングウイルス 

 2014 年 8月末，海外渡航歴のない患者

がデング熱に感染していることが確認さ

れた．代々木公園，新宿中央公園等を感

染推定地域とする国内症例が合計162例

確認された．日本では 2010 年以降ほぼ

毎年200例を超す輸入症例が報告されて

おり，輸入症例を介して国内にデングウイ

ルスが侵入した可能性が高い．2014年は

国内流行が終息するまでに 44 例の輸入

症例が報告された．国内流行株および

2014 年のデング熱輸入症例由来ウイル

スのエンベロープ蛋白質の塩基配列を決

定し，系統学的解析を実施した． 

 

2) バイオセーフティ・バイオセキュリティに関

する国際情勢を評価した（棚林，篠原，安

田，高田，西條）：平成 26 年度に開催され

た国内外の学会，シンポジウムに参加し，

そこで行われた講演，発表などから，本

ICBSシステムに関連する情報を収集し，参

加研究者や技術者などと意見交換を行っ

た．また，英国保健省 Porton Down 研究所

の高病原性ウイルス感染症および新興感

染症研究ユニット長の Roger Hewson 博士

を日本に招聘し，ウイルス性出血熱（エボラ



 6 

出血熱やクリミア・コンゴ出血熱）に関する

講演会を，国立感染症研究所（東京），長

崎大学熱帯医学研究所（長崎）および北海

道大学医学部（札幌）で開催した． 

  

3) 先進国における輸入感染症について調査

した（加藤）：先進工業国への高病原性感

染症の輸入事例について文献的検討を行

った．髄膜炎菌感染症（五類感染症）があ

る．PubMed による検索（Keyword として，

meningococcal disease と imported，また

は travel を組み合わせ，Hajj における集

団発生が起きた2000年以降2013年までに

発生した先進国への輸入事例を抽出した．

輸入感染症の中で比較的頻度の高い腸チ

フス・パラチフスに対して，セフトリアキソン

をまず使用し，フルオロキノロン低感受性

菌の多い地域とその他の地域に分けて，

分離菌の感受性結果に応じて抗菌薬を選

択する治療手順を運用してきた．8 年間に

経験した腸チフス・パラチフス症例の後方

視的研究を行い，その臨床像，抗菌薬感受

性，再発危険因子の検討を行った． 

 

4) デュアルユースリサーチに関する調査：バ

イオセキュリティ管理の対策介入ポイントを

①モノ，②ヒト，③情報の 3 点に分類し，そ

れぞれの対策状況を記述した．①モノでは

病原体の管理に対する規制状況を検証し

た．②ヒトでは病原体を取扱う人物の適性

の管理と患者対策について検証した．③情

報では研究成果の悪用防止のための枠組

みについて検証した． 

  

5) 病原体取扱い研究機関や教育機関におけ

るバイオセーフティ委員会の設置に関する

研究 

 「各研究・教育機関で実施される微生物

研究における病原体および毒素の安全な

取扱い及び管理のための指針」において

「病原体や毒素に関する研究が実施される

研究機関・教育機関等が整備しなければな

らない事項」のうち特に「バイオセーフティ

関連委員会の設置」について検討した． 

 

6) ウイルス性出血熱に関する講演会の開催 

 英国保健省-微生物学サービス・英国保

健省-微生物学サービスの Roger Hewson

博士を招いて，国立感染症研究所（東京），

長崎大学熱帯医学研究所（長崎），および，

北海道大学医学部（札幌）にて，西アフリカ

におけるエボラ出血熱流行やクリミア・コン

ゴ出血熱のワクチン開発に関する講演会

が開催した． 

 

C．研究結果 

1. 病原体管理ハードシステムの整備に関する

研究（病原体の安全な管理法の開発に関す

る研究） 

 物理的セキュリティ強化のみならず病原体

の取扱い者に関する厳格化など，物理的セ

キュリティと人的要因を融合した病原体管理

方法の確立が必要となっていることが確認さ

れた．本研究において開発，実用配備を行っ

ている病原体管理システム（ICBS システム）

は，個々の病原体サンプルの保管管理，出

納記録のみならず，取扱い者のアクセスの

制限とその履歴を記録，管理することができ，

バイオセキュリティ強化に寄与できる．さらに，

本システムを用いて各病原体サンプルを共
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通コード化することにより，施設内外でのサ

ンプル情報の共有にも有用であると思われ

る． 

 これまで約 30 箇所以上の研究機関に配布

を行い，各研究機関におけるモニタリング結

果および個々の要望に応じた改良によって，

汎用型ICBS病原体管理システムは，機能面

としては現場使用に耐えるレベルに到達して

いることが確認できた．また，3 時間程度の

説明と研修の後，ユーザーが実使用できるこ

とから，操作面についても実用レベルにある

ことが確認できた．今後，さらに本システムの

導入機関が増加することにより，全国的な標

準化が図れることを期待している．ただし，継

続使用のためのメンテナンスおよびサポート

の体制の確立が急務であると考える． 

 先進国のみならず開発途上国においても，バ

イオセーフティ及びバイオセキュリティに関す

る法律，ガイドラインなどが急速に整備され，

バイオハザード対策施設・設備も充実されて

きている．しかしながら，バイオテロ対策のみ

ならず研究機関内における Dual Use 問題を

含めた病原体管理の重要性はさらに増して

きており，管理されている病原体への取扱い

者のアクセス制限が強化されている．特に，

病原体の取扱い者の適格性に関する厳格化

が顕著であり，物理的セキュリティと人的要

因を融合した病原体へのアクセスコントロー

ルの整備が必要である．さらに，ヒューマンエ

ラーなどを含めた人的要因に対する管理方

法の確立が重要となっている． 

2. 病原体管理ソフトシステムの整備に関する研

究 

1) 病原体リスク分類およびリスク解析： 

① リケッチア：リケッチアは従来から知られる

極めて病原性が強いものから，分子生物

学的解析では同じグループに分類されるも

のの，病原性はなくマダニの共生体にすぎ

ないものまで報告されている．このことから，

他の病原体と同様，リケッチア関係の病原

体も，それぞれの病原性，感染経路，自然

界の生存様式等を総合的に考慮し，適切

な取り扱いで必要以上の制限で研究等停

滞のマイナス面が過度にすぎないようにす

るルールが必要である． 

② 寄生虫 

 クドア属：K. hexapunctata  和名ムツホシ

クドアならびに K.iwatai およびサルコシステ

ィス属：S. fayeri，S.sybillensis, S.wapipi, な

らびに S.hafmanni が新規寄生虫感染症の

病原体としてあげられる．また AAMs として

クラミジア，ウイルスの一部がヒトの健康に

影響を及ぼす可能性が示唆されている．こ

れらの新興病原体は，毒性，病原性の面で

不明な点も多く，現状で情報は限定される

が，感染性病原体としての取扱いに基づき，

実験，その他の面で安全性を管理すること

が適切と考えられる． 

③ 真菌 

 新興真菌症の原因である Penicillium 

marneffei と Cryptococcus gattii は BSL2相

当と考えられる．C. gattii のバイオセーフテ

ィ―レベルはC. neoformans と同様にクラス

II が妥当であると考えられるが，北米流行

型の C. gattii については流行地の拡大や

強毒株の出現について注視する必要があ

る． 

 現行の感染症法では，Coccidioides 属に

関し C. immitis のみ規定されているが，臨

床像等も C. immitis と相違のない C. 

posadasii も同様に取り扱うことが求められ

る．C. gattii は従来その生息がオーストラリ
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アを中心とする熱帯・亜熱帯地域に限定さ

れており，ヒトへの感染発病は稀とされてき

た．症状等は C. neoformans によるクリプト

コックス症と類似するが，近年，カナダ・バ

ンクーバー島周辺から北米西海岸で集団

発生がみられるガッティ型クリプトコックス

症では，発病率，死亡率が高いとされてい

る．近年，C. gattii 感染症は日本国内でも

報告されるようになり，疫学情報の収集と

病原性の評価が急務であると考えられる． 

④ 抗酸菌 

 2,854 報がリストされ，その中から結核お

よびハンセン病関連，さらに全塩基配列以

外の基礎的文献を除き 235 報を選択し検

討した．非結核性抗酸菌症として，47 菌種

にわたり報告があった．感染研の病原体

BSL分類レベル2の非結核性抗酸菌23菌

種以外に 24 菌種が報告された．報告数の

多い菌種としては，M. avium 群 , M. 

abscessus群, M. ulcerans群であり，我が国

における非結核性抗酸菌症の起因菌と大

きく変わらない傾向であった．報告の診療

科は，肺炎等による呼吸器科が多く，次い

で移植や AIDS の免疫抑制，環境，内科，

皮膚科等の順であった．本年度の文献的

検索では，感染研病原体リストに掲載され

ていない非結核性抗酸菌感染において，

病原性の強い新規菌種の報告はなかっ

た． 

⑤ ダニ媒介性の病原ウイルス 

 SFTS ウイルスは日本国内の広い地域に

分布していると考えられ，保有するダニは

複数種確認されている．ほとんどの SFTS

患者は 50 歳以上であることから，高齢がリ

スク因子と考えられた． 

 南ロシアではウークニエミウイルス感染に

よると考えられる熱性の疾患が３例報告さ

れているが，いずれも軽症である． 

⑥ フタトゲチマダニ（Haemophysalis longicolnis）

から分離されたオルソミクソウイルス科に

属する新規トゴトウイルス（THOV）の解析． 

 THOV は，アフリカでは人獣共通感染症

であることが報告されており，日本における

本ウイルス感染症への対策を検討する必

要がある． 

⑦ ヒトに病原性のある神経ウイルス感染症 

各種神経ウイルスについて，そのリスク評

価を実施した．（詳細は分担研究報告書参

照）． 

⑧ ヒトに病原性のある呼吸器ウイルス感染症 

 中東地域で新たに出現したコロナウイル

ス感染症（MERS）については，社会におけ

るウイルスのリザバーがほぼラクダに特定

されつつあること，市中での感染の連鎖は

ほとんどなく，欧米での症例もほとんどが

輸入感染の形をとっている． 

 A/H5N1 インフルエンザについても，臨床

的知見においては，これまでの知見に追加

すべきところはなった．疫学的には，未だエ

ジプトやインドネシア等の従来の患者出現

地域での患者の散発が続いていていること

がわかった．A/H7N9 インフルエンザウイル

スに関しても，出現以来，臨床情報的には，

発見される患者の中の肺炎による重症化

率が高いという従来の知識以上のことはな

かった．疫学の上では，生きた鳥を扱う市

場への訪問との関連が強く示唆された． 

⑨ ヒトに病原性のあるズーノーシス起因病原

体 

 細菌性の感染症では新たな脅威と考えら

れる疾病の発生は認められなかった． 
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 新興・再興感染症(細菌性，ウイルス性共

に)に対するモニタリングおよび継続した情

報収集の重要性が示唆された． 

⑩ デングウイルス 

2014 年に東京都代々木公園を中心に発生

したデング熱国内流行株はアジアで流行す

るウイルスと近縁で，異なる2株のウイルス

が本流行に関与していたことが明らかとな

った． 

2) バイオセーフティ・バイオセキュリティに関

する国際情勢の評価 

 物理的セキュリティ強化のみならず病原

体の取扱い者に関する厳格化など，物理

的セキュリティと人的要因を融合した病原

体管理方法の確立が必要となっていること

が確認された． 

3) 先進国における輸入感染症に関する調査 

 南アジア渡航後の腸チフス・パラチフス患

者への経験的治療としてフルオロキノロン

を使用することは困難である．適切な治療

を導入後，解熱までに 7 日を越える症例は

再発リスク因子である可能性があり，治療

期間の延長や抗菌薬併用の必要性を検討

する必要がある． 

4) デュアルユースリサーチに関する調査 

 デュアルユースに係る制度の検証を行っ

た結果，①モノ：ヒトに感染する病原体につ

いては，感染症法に基づく特定病原体等の

管理規制が行われていた．動物に関する

病原体は家畜伝染病予防法（農林水産省）

において監視伝染病（99 疾病）の病原体の

うち，病原体の所持等に係る規制が行われ

ていた．遺伝子組換えを伴う実験について

は遺伝子組換え生物等の使用等の規制に

よる生物の多様性の確保に関する法律に

よって管理されていた．②ヒト：感染症患者

の探知と対策については感染症法に定め

られている感染症発生動向調査に基づき，

105 の疾病について通告がなされることと

なっていた．届出症例は地方感染症情報セ

ン タ ー に て 電 子 的 に National 

Epidemiological Surveillance of Infectious 

Diseases（NESID）に入力され，中央感染症

情報センターにて分析・評価されアウトブレ

イクへの対応などが立案されることとなって

いた．治療に関しては東京，成田，および

大阪に新感染症の治療を行う医療機関が

指定されている他，一類感染症の治療が

可能な 41 カ所の医療機関が指定されてい

た．他方，病原体取扱者の資質に関する一

元的な規制は存在しなかった．③情報：日

本では，研究結果がDURCに該当するかど

うか，公表されるべきかどうかを評価する

一元的な審査制度は存在しなかった． 

5) 病原体取扱い研究機関や教育機関におけ

るバイオセーフティ委員会の設置に関する

研究 

 病原体や毒素に関する研究が実施される

研究機関・教育機関等（機関等）には各種

業務規定を策定する委員会（バイオセーフ

ティ委員会）等と，その委員会により策定さ

れた各種業務規定を検証する機能を持つ

委員会（安全監視委員会）等を設置する必

要があることが確認された．特に安全性に

関わる査察を行う安全監視委員会は，その

運用において透明性を確保する必要があ

ることが示された．  

6) バイオセーフティ・バイオセキュリティに関

する講演会の開催 

 H25 年度には公開シンポジウム「バイオ

セーフティ・バイオセキュリティの現状につ

いて：病原体の適切な取扱いと安全管理」
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を，平成 25年 9月 26 日（木）に，北海道大

学学術交流会館（北海道札幌市）にて第 13

回日本バイオセーフティ学会総会・学術集

会と共催して開催した．第 13 回日本バイオ

セーフティ学会 総会・学術集会（平成 25

年 9 月 26，27 日）「病原体管理システムと

物理的セキュリティの融合」の演題にて，研

究成果の一部をポスター発表し，参加者た

ちと我が国における病原体管理について

情報交換を行った．英国保健省-微生物学

サービス・英国保健省-微生物学サービス

のRoger Hewson博士を招いての講演会開

催が実施された． 

 
D. 考察 

1. 病原体管理ハードの整備に関する研究 

 汎用型 ICBS システムおよび機能特化型

ICBSシステムともに，本格的な実用レベルに

到達したことを確認できた．また，本年度，他

システムとの連携機能を検証した結果，病原

体管理システムとしての ICBS システム単体

の導入だけではなく，様々なシステムとの連

携が図れ，研究機関における基幹システム

の一部として構成，活用できることが確認で

きた．これらの結果，病原体等の管理システ

ムとしては，ほぼ完成形に達したと考えられ

る．今後は，本年度に実施した研究会と研修

会方式を基に，実用システムとしての導入機

関を増加させたい．それと同時に，将来的な

メンテナンスおよびサポートの体制を確立す

ることも必要である． 

2. 病原体管理ソフトの整備に関する研究 

 今年度も新たに新規病原体のバイオセーフ

ティ・バイオセキュリティ上のリスク評価を行

った．ウイルス，細菌（抗酸菌），真菌，原虫・

寄生虫について，新興感染症のヒトに病原性

を有する病原体またはリスク評価がなされて

いない病原体についてリスク評価した．致死

率の極めて高い病原体を網羅した．一方，日

本に生息するマダニから分離されたウイルス

の性状を解析したところ，海外でヒトに感染

症を引き起こしていた病原体であったことが

明らかにされた．ウークニエミウイルス（研究

分担者福士秀悦）やフタトゲチマダニから分

離されたトゴトウイルス（オルソミクソウイルス

科）がそれにあたる．これからも新規病原体

が分離同定される可能性があり，病原体のリ

スク評価（バイオセーフティレベル評価）が継

続的になされる必要がある． 

 そのためにはリスク評価するための基準作

成が求められる． 

3. 日本の病原体が取り扱われる研究・教育機

関におけるバイオセーフティ・バイオセキュリ

ティに関連する教育について 

 国立感染症研究所には，病原体等安全取

扱規定が制定されている．日本国内の病原

体が取り扱われる研究・教育機関の多くにお

いては，この規定に基づいて病原体の安全

取扱い等がなされていると考えられる．感染

症法，家伝法，組換え DNA 実験における規

定，等々法律においてバイオセーフティ・バイ

オセキュリティに関連する規制が存在する．

これらの機関においては，バイオセーフティ・

バイオセキュリティに関連する教育を実施す

る上でこれらの法律における関連カ所につい

ても説明する必要がある．本研究では各機

関におけるバイオセーフティ・バイオセキュリ

ティに関連する教育を職員等に実施する場

合において，教育すべき内容について整理し

た． 

 近年，研究成果がバイオセーフティ・バイオ

セキュリティに反する内容が含まれる場合の
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懸念について注目が集められている．いわ

ゆるデュアルユースリサーチに関する問題で

ある．最近，日本学術会議からこの問題に対

す る 提 言 が な さ れ た

（http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/koh

yo-22-h166-1.pdf）．今後，この問題につい

ても教育する必要が求められる時代となる． 

4. バイオセーフティ関連講演会の開催 

 昨年度は本研究班と第 13 回日本バイオセ

ーフティ学会学術集会（札幌）と共催で，「バ

イオセーフティ・バイオセキュリティの現状に

ついて：病原体の適切な取扱いと安全管理」

と題するシンポジウムを開催した．今年度は

英国保健省-微生物学サービス・英国保健省

-微生物学サービスのウイルス性出血熱・新

興感染症のリーダーである Roger Hewson 博

士を招いて，国立感染症研究所（東京），長

崎大学熱帯医学研究所（長崎），および，北

海道大学医学部（札幌）にてバイオセーフテ

ィ・バイオセキュリティに関連する講演会を開

催した．このような啓蒙活動を通じて，バイオ

セーフティに対する認識を，病原体を取り扱

う研究者等において高まることが重要であ

る． 

 

E. 結論 

 本研究で開発している病原体管理システム

（ICBS システム）の実用化がなされ，いくつかの

研究機関に配備された． 

 ヒトに病原性を示す新規病原体および日本等

で分離同定された新規病原体のバイオセーフテ

ィリスクを評価した．このような活動は今後も継

続的になされる必要がある． 

 これまであまり注目されてこなかったデュアル

ユースリサーチに関する j 事項も，バイオセーフ

ティ・バイオセキュリティ教育項目に含まれる必

要がある．求められるバイオセーフティ・バイオ

セキュリティ向上に必要な対応も，世界情勢によ

って変化することが予想され，それに合わせた

柔軟な教育システムを，日本国内の各機関にお

いてなされる必要がある．そのためのガイドライ

ンを提言した．今後もアップデートする必要があ

る． 

 

F. 健康危険情報 

1. 重症熱性血小板減少症候群 

H25年1月に日本においてもSFTS患者が発

生したことが確認され，厚生労働省から正式

に発表された．今後，日本における SFTS の

流行状況について詳細に調査・研究がなさ

れなければならない．致死率の比較的高い

感染症であり，また，ヒトからヒトへの感染も

報告されていることから，院内感染予防等十

分な対策が必要である． 

2. 新型コロナウイルス感染症 

 中近東を感染流行地とする新型コロナウイ

ルス（MERS-CoV）感染症が，新興ウイルス

感染症として発生した．ヒトからヒトへの感染

事例も報告され，さらに，初めての患者が発

見されてから数ヶ月にわたり感染者の発生

が確認されている．2015年2月の時点でも流

行が続いている．致死率が 30％を超える． 

3. クリプトコックス症 

 日本人における高病原性C. gattii 株による

クリプトコックス症の発生の危険性がある． 

4. クドアによる食中毒 

 K. septempunctata は食中毒の病因物質に

特定された． 

5. コクシジオイデス症 

 米国やメキシコなどの侵淫地を訪問した日

本人のコクシジオイデス症の発生報告を多

数認める． 
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6. 髄膜炎菌感染症 

 髄膜炎菌感染症は本邦での年間報告数が

10 例に満たないが，サハラ以南アフリカの髄

膜炎ベルト地帯以外でも感染するおそれが

あり，渡航者向け啓発資料を作成した． 

7. 国内外のリケッチア症 

 国 内 の リ ケ ッ チ ア 症 と し て R. 

heilongjiangensis，R. tamurae による患者およ

び R. helvetica が原因と強く疑われた紅斑熱

リケッチア症患者がそれぞれ一名これまで報

告されている．これらのリケッチアは国内の

マダニに常在していることも確認されている．

海外ではサハラ砂漠以南のアフリカ大陸で

発生している R. africae による African tick 

bite fever が米国でも輸入症例として大きく取

り上げられるようになり，CDC などもビデオを

作成するなどその啓発に力を入れている． 

8. 狂犬病 

 アジアにおいては狂犬病が依然流行してい

る．海外渡航者の特にアジアでの動物咬傷

症事故も本研究において確認された．また， 

2013 年には狂犬病清浄地域であった台湾で

52年ぶりに狂犬病がイタチアナグマにおいて

再興した．また再興から約1年間に狂犬病の

イタチアナグマが 330 頭確認された．台湾で

は狂犬病のイタチアナグマによるヒトの咬傷

事故も1例報告された．患者は暴露後免疫を

実施された． 

9. サルコシスティス属 Sarcocystis fayeri 

 S. fayeriは食中毒の病因物質に特定されて

いる． 

10. デング熱 

 デング熱非流行国である日本においても，

デング熱やチクングニア熱のような蚊媒介性

ウイルス感染症が流行することが明らかにな

った． 

11. ウークニエミウイルス 

 日本に生息しているマダニから，ヒトに病原

性があるウークニエミウイルスが分離され

た． 

12. トゴトウイルス 

 トゴトウイルスの動物やヒトへの病原性は

不明である．しかし，日本の自然界に生息す

るマダニは，THOVを保有することが明らかと

なったため，今後，注意を喚起する必要があ

る． 

13. 新興呼吸器ウイルス感染症 

 A/H5N1, H7N9 インフルエンザや SARS, 

MERS コロナウイルスについては，本報告書

を記載している現在，目前に大きな脅威は存

在しない． 

14. 狂犬病 

 アジアにおいては狂犬病が依然流行してい

る．海外渡航者の特にアジアでの動物咬傷

症事故も本研究において確認された．また， 

2013 年には狂犬病清浄地域であった台湾で

52年ぶりに狂犬病がイタチアナグマにおいて

再興した．また再興から約1年間に狂犬病の

イタチアナグマが 330 頭確認された．台湾で

は狂犬病のイタチアナグマによるヒトの咬傷

事故も1例報告された．患者は暴露後免疫を

実施された． 
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竹下望，早川佳代子，加藤康幸，金川修造，
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H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

 なし 

2．実用新案登録 

 なし 

3．その他 

 なし 
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